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依存文法 と語順

1

卜一 マ ス ・ミ ヒャエ ル ・グ ロ ー ス

Abstract

Thispapertriestodealwithagenuineproblemofdependencygrammar:thetreatmentofword

order.DependencyGrammarisnotwellequippedtodealwiththisphenomenonwhich,however,

isthecentraltopicofsyntax.Basedondependencyterminology,Ifirsttrytodefineasetofrela-

tionsthathelptodefinethenotionof　 phrase".Inasecondstep,Iapplythenotionsof　 zone"

and　 locus"tothisenhanceddependencysyntax.Thesenotionshelptoestablishawayoftalking

aboutlocationsinasentence,andaboutmovement.Then,IshowhowtheviewpointofOptimal-

ityTheorycanbeexploitedtogainparametricqualificationsonsentencestructuresbyjudgingthe

natureandthequantityofparameterviolationsthataccompanysentenceformation.Usingonly

oneGermanexamplesentence,butinallitsrelevantpermutations,Itrytouncovertheprinciples

ofphrasesequencinginGermanmainclauses.

「"WeiseamWeisenistdieHaltung"そ の依存文法的な分析」では依存文法の概念 とその

働 き方を紹介した。依存文法は構成文法と違い,特 に語順に弱いと思われている。依存文法

の弱点は語順 に関する必要な定義や述語がないことである。生成文法 ・GB一理論 ・極小主

義などの構成文法は生産的な文法であるが,依 存文法は記述的文法だけである。記述上,自

然に出て くる発話の記述,分 析だけを行うので,自 然に出て くる発言は原則として語順に違

反しないので,依 存文法にとっては語順にかかる述語が不必要に思われている。一方で,生

産上は,ど の言語構造から正 しい発言だけを導き出 し,正 しくない発言を禁止するかが重要

である。そのためには,言 語構造を文法上分類 しなければならない。チ ョムスキーの生成文

法の時代で
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(1)Thelittleboyaskedhisfatheraboutthedinosaur.

は 「Thelittleboy」は名詞句(NP)で,「askedhisfatheraboutthedinosaur」 は動詞句(VP)

であると見られている。名詞句でも,動詞句でも名詞 または動詞は句の端末にある。その現象

は 「端末の原則」 と名づけられ,語順記述方法の重要な原則である。言語は方向も次元も…つ

しかもたないので,端 末の位置は右よりになるか左よりになるかである。英語の場合には,名

詞句の頭成分(そ の名詞)は 右の端末に置かなければならないが,動 詞句の頭成分(そ の動詞)

は逆に左の端末に置かなければならない。端末の原則はどの言語にも保たれているが,頭 成

分の位置は言語により違っているので,端末の位置は原則でなく,パラメータと思われている。

文法上の分類方法は抽象的でもよい。構成文法の始まりは,語 順に関する分類原則はかなり

具体的に公式化されていたが,GB一 理論の時代からX'一文法として非常に抽象的になっている。

構成文法には分類方法が 「句」という概念によるが,依 存文法では 「語」の間の関係が中

心で,「 句」の概念は普通には使われてない。だから,依 存文法では語順の現象は記述 しに

くい。それにもかかわらず,依 存文法の基本述語を中心 に語順 に関する記述方法が導入でき

る。そのためには,「句」の概念を定義 しなければならない。依存文法では,ま ず語 と語の

関係がもとになので,そ の関係から 「句」の概念を展開する方法 しかない。

この論文は三つの部分から成 り立っている。まず,必 要な依存関係概念を説明し,そ して

語順現象に重要な概念を定義し,そ の後 ドイツ語の基本語順原則の分析や説明などを行 う。

1.依 存文法の基本関係

依 存 文 法 で は二 つ の 関係 が 文 中 また は語 の 間 で働 い て い る と思 われ てい る。(1)の 文 で は,

「asked」 の動 詞 は他 動 詞 で
,目 的語 を求 め る。 他 動 詞 は 目的 語 と と もに出 て来 な けれ ば な ら

ず,な け れ ば不 完 全 に な る。 しか し,そ の 関係 に は他 動 詞 が 目的 語 を求 め る とい う方 向 性 が

あ る。 目的 語 が 他 動 詞 を求 め る とい う逆 の傾 向 は な い。 とい うの は,(1)の 目的 語 は 「asked」

を求 め る こ とが で きな い の で あ る。 目的 語 は言 語 に よ り格 を受 け る こ とが あ る。 英 語 に は格

が も うな くな って い るが,ド イ ツ語 と 日本 語 に は まだ あ る。(1)の 動 詞 とそ の 目的 語 の 「his

father」 との依 存 関係 を 「形 式 選択 」 と名 づ け る 。

一 方 で
,「asked」 に か か る主 語 の 「thelittleboy」 は形 式 的 に選 択 さ れ な い 。 英 語 で は,

主 語 と定 形 動 詞 との 間 に はL致 」(agreement)と い う関係 が あ り,そ の 一 致 関係 に は 方 向

性 が ない 。 だか ら,構 成 文 法 は 「文 」 を名 詞 句 と動 詞 句 に分 け なけ れ ば な らず,依 存 関 係 が

ない と強 調 して い る。 しか し,依 存 文 法 で は,一 致 関 係 が 依 存 関 係 で な け れ ば,文 の 基 本 構

造 に影 響 を与 え ない だ ろ う と考 え られ て い る。 そ れ に もか か わ らず,こ の 一 致 関 係 は 主 格 と

関 係 が あ る:定 形 動 詞 と一 致 す る名 詞 句 は主 格 を取 ら なけ れ ば な らな い 。 そ れ で は,ど の よ
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う な依 存 関 係 が 存 在 す る の だ ろ うか?動 詞 「asked」 は 言 語 行 動 を表 す動 詞 なの で,主 語

と して働 く成 分 は意 味 的 に厳 し く制 限 さ れ る。 「ask」は,主 語 と して は 人 間 を指 す 言 葉 を求

め る 。 この 関 係 に は また傾 向 が あ り,逆 の傾 向 は 適 当 で な い の で あ る。 た とえ ば,「thelit-

tleboy」 は別 の動 詞 と と も に 出 て きて も よい の で,い つ も 「ask」 とい う言 語 行 動 動 詞 を 求

め る わ け な い。 こ の依 存 関係 を 「意 味 的 選 択 」 と名 づ け る。

二 つ の語 の 間 に形 式 的選 択 か意 味 的選 択 とい う関 係 が あ る と き,そ の 依 存 関 係 を 「支 配 関

係 」 と よぶ こ とにす る 。(1)で は,動 詞 は 主 語 を意 味 的 に選 択 し,目 的 語 を形 式 的 に選 択 す

る の で,両 方 を支 配 す る こ とに な る 。

次 には,(1)の ドイ ッ語 の 翻 訳 を見 よ う。

(2)DerkleineJungefragteseinenVateruberdenDinosaurier.

この文には次の支配関係がある。

(3.1)Junge

(3.2)der

(3.3.1)fragte

(3.3.2)fragte

(3.3.3)fragte

(3.4)Vater

(3.5)fiber

(3.6)Dinosaurier

n

n

n

n

n

n

n

n

der

kleine

Junge

Vater

uber

seinen

Dinosaurier

den

ドイ ツ語 で は,名 詞 は冠 詞 ・所 有 冠 詞 を形 式 的 に支 配 す る(=3.1,3.4,3.6)。 冠 詞 は 修 飾

形 容 詞 を形 式 的 に支 配 す る(=3.2)。 前 置 詞 は名 詞 ま た は代 名 詞 を形 式 的 に支 配 す る(=3.5)。

定 形 動 詞 は主 語 を意 味 的 に支 配 し(=3.3.1),目 的 語 と前 置 詞 を形 式 的 に も意 味 的 に も支 配

す る`(=3.3.2,3.3.3)。

依 存 文 法 で は文 の 支 配 関 係 を以 下 の よ う な樹 型 図 で示 す 。

Junge

i
der

＼
kleine

行agteヘ ー
fiberVater

/
seinen

A:(2)の 樹 型 図

＼
Dinosaurier

/
den
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この支配関係は依存文法の基本概念で,文 構造の分析の道具である。 しかし,支 配関係は

言葉の順序を指 さず,「支配者」 と 「依存者」 とだけを区別するので,語 順記述に適当でき

ない概念である。

2.語 順 に 関 す る 述 語

上 に述 べ た通 り,語 順 に とっ て 「句 」 とい う概 念 が重 要 な述 語 な の で,こ れ を支 配 関 係 概

念 を利 用 して定 義 す る。 「句 」 とい う概 念 の重 要 な 特 徴 は 「回 帰 」 で あ り,そ の 特 徴 で 同 じ

構 造 を何 度 も産 出 で き る よ うに な る 。定 義 の た め,「 回 帰 」 とい う特 徴 を 回帰 公 式 で 表 さな

け れ ば な らな い 。難 しい の で,ま ず 自然 言 語 の 回帰 的 な 表現 を見 て み よ う。 親類 関係 の言 葉

の 中 に は 「子 孫 」 と 「先 祖 」 とい う名 詞 が あ り,両 者 は 回帰 的 な言 葉 で あ る 。 例 え ば,A

とい う もの はBと い う もの の 「子 孫 」 で あ れ ば,AはBの 子 供 か孫 か ひ孫 か玄 孫 な どで あ

る。 「孫 」 は 「子 供 の 子 供 」 で,「 ひ孫 」 は 「子 供 の子 供 の子 供 」 で,「 玄 孫」 は 「子 供 の子

供 の 子 供 の子 供 」 で あ るの で,「 子 孫 」 は 「子 供 」 とい う言 葉 で 定 義 しな け れ ば な らな い 。

一 方 で
,「 先 祖 」 は 「親 」 を元 にす る。 例 え ば,「 ひ孫」 とい う代 わ りにい つ も 「子 供 の子 供

の子 供 」 と言 わ な け れ ば な らな か った ら,分 か ら な くな る危 険 が あ るの で,自 然 言 語 は語 彙

を よ く省 略 す る とい う戦 略 を使 っ て きた 。 尚,「 子 孫 」 はAがBの 何 親等 の 子 供 で あ る か

と分 か らな い と きに も利 用 で きる便 利 な 言 葉 なの で あ る 。 とい うの は,AがBの 何 親 等 の

子 供 で あ っ て も,い つ もBの 子 孫 で なけ れ ば な ら な い。 これ が 回帰 性 で あ る。 「句 」 とい う

概 念 に と っ て も回 帰 性 が 必 要 なの で,親 類 関 係 と似 て い る。 上 の 支 配 関係 は 親類 関係 の 「子

供 」 と 同 じで あ る。 これ か らは,「 孫 」 と似 て い る 支 配 関 係 を定 義 す る 。 まず 上 の 支 配 関係

を 「直 接 支 配 」 と名 づ け 代 え る。 も し,Aと い う語 がBと い う語 を直 接 に支 配 し,さ ら に

BはCと い う語 を直 接 に支 配 す るの な ら,AはCを 「間接 に支 配 す る」 こ と に し よ う。次

に,「 ひ孫 」 を代 わ りに 「間接 子 孫 」(=子 供 を除 く子 孫)と い う関係 を定 義 し,そ れ を 「間

接 依 存 者 」 と名 づ け る。 省 略 の た め,そ の 定 義 を 回帰 公 式 と して 表 す 。 も し,AがBに 間

接 に支 配 され るかAを 間接 に また は直 接 に支 配 す るCと い うBの 間接 依 存 者 が あ る の な

ら,AもBの 間 接 依 存 者 で あ る。 親 類 関 係 で 説 明 す る と,CがBの ひ孫 で あ るか ま た はあ

るAと い うBの 間接 子 孫 はCの 子 供 か ま た はCの 間接 子 孫(=孫,ひ 孫,玄 孫 な ど)で

あ る な ら,CもBの 間接 子 孫 で あ る。

例 文(2)を み る と,「fragte」 は 「Junge」 ・「Vater」 ・「Uber」 を 直 接 に 支 配 し,「der」 ・

「seiner」・「Dinosaurier」 を 間接 に支 配 し
,そ の 間 接 依 存 者 は 「kleine」 と 「den」 で あ る。

なぜ か?「der」 は 動 詞 に 間接 に支 配 さ れ,「kleine」 を直 接 に支 配 す るの で,「kleine」 は

動 詞 の 間接 依 存 者 で あ る 。 だが,定 義 公 式 に よ り,動 詞 に 間接 に支 配 さ れ る言 葉 も間接 依 存

者 で あ る。 直 接 に支 配 され る言 葉 を 「直接 依 存 者 」 と名 づ け た ら,「 一 般 依 存 者 」 と い うの
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は直 接 か 間接 の依 存 者 の こ とで あ る 。 あ る言 葉 は 自分 の 一般 依 存 者 を含 め て 「句 」 を作 って

い る 。例 えば,「fragte」 は 自分 の一 般 依 存 者 を含 め て(2)と い う文 を作 っ て い る 。 しか し,

「Junge」 も 「der」 と 「kleine」 を含 め て 名詞 句 を作 り
,「Vater」 と 「seinen」 もそ うで あ り,

「uber」 も 「den」 と 「Dinosaurier」 を含 め て 前 置 詞 句 を作 っ て い る
。 文 の 頭 成 分 に 直 接 に

支 配 され て 自分 の 一 般 依 存 者 で句 をつ くる言 葉 は 「主 要 句 」 の 頭 成 分 で あ る。 例 え ば,(2)

の 主 要句 は 「derkleineJunge」 ・「seinenVater」 ・「fiberdenDinosaurier」 で あ る。

・一般 的 に 言 え ば
,(2)に は次 の句 が あ る。

(4.1)

(4.2)

(4.3)

(4.4)

(4.5)

(4.6)

(4.7)

(4.8)

(4.9)

[derkleineJungefragteseinenVateruberdenDinosaurier】 文

[derkleineJunge]名 詞 句

[de「kleine]冠 詞 句

[kleine]形 容 詞 句

[seinenVater]名 詞 句

[seinen]冠 詞 句

[fiberdenDinosaurier]前 置 詞 句

[denDinosaurier]名 詞 句

[den]冠 詞 句

(4.4)・(4.6)・(4.9)は 一 つ の言 葉 だ け か らな りた っ て お り,そ の 理 由 で 「終 端 句 」 と言 わ

れ る。 句 の 頭 成 分 の 品 詞 に よ り,句 の分 類 が 決 ま る。(2)に は句 数 が 多 い が,句 類 が 少 ない

とい うの は 回帰 帰 納 性 に か か る の で あ る 。だ か ら,句 類 を利 用 し生 産 的 に文 を産 出 で き る(こ

れ か ら英 文 字 の省 略 を使 う)。

(5.1)

(s.2)

(5.3)

(5.4)

(s.s>

(5.6)

(5.7)

(5.8)

(5.9)

S⇒NPIVNP2PP

NP1⇒DPINl

DP1⇒DIAP

AP⇒A

NP2⇒DP2N2

DP2⇒D2

PP⇒NP3

NP3⇒DP3N3

DP3⇒D3

(5.2)・(5.5)・(5.8)は 同 じ で あ り,(5.6)と(5.9)も 同 じ で あ る の で,省 略 で き る 。

(6.1>s ⇒NPV(NPPP)
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(6.2)

(6.3)

(6.4)

(6.5)

NP

DP

AP

PP

⇒DPN

⇒D(AP)

⇒A

⇒NP

上では,生 成文法では定形動詞と主語以外の成分を含めて動詞句を作ると述べた。だから,

生成文法では(6.1)を 「S⇒NPVP」 と言い換える。そうなら,動 詞句中には動詞は上の端

末原則 を保たなければならない。 しか し,ド イッ語では,そ の原則に違反する文もある。例

えば(2)の 文では主語 と目的語を置 きかえることができる。

(7)SeinenVaterfragtederkleineJungefiberDinosaurier.

(7)の 文 で は,主 語 は動 詞 と前 置 詞 句 の 間 にあ るの で,端 末原 則 に違 反 して し ま う。 そ の

理 由 で,上 の 産 出規 則 は 不 完 全 と見 ざ る を得 な い。 そ の 上,も し,二 つ の 構 造 が あ りうれ ば

どれ が基 本構 造 で あ る か とい う新 しい 問 題 が 出 て くる。

今 まで,上 の 主語 と動 詞 の 間 の 一 致 関係 は利 用 しなか っ たが,こ れ か ら,次 の 概 念 を定 義

す る た め に利 用 す る 。 二 つ の語 の 間 に一 致 関 係 も支 配 関 係 もあ るの な ら,支 配 され る成 分 は

「遠 帯(remotezone:⑪)」 とい う位 置 にあ る もの と しよ う
。他 の 支 配 され る成 分 は 「近帯(close

zone:◎)」 に あ る も の と し よ う。(2)の 文 で は主 語 の 「derkleineJunge」 は 遠 帯 に あ り,

目的語 と前 置 詞 句 は近 帯 にあ る 。 も し,帯 には 二 つ 以 上 の 成 分 が あ れ ば,そ の 帯 内 の位 置 を

「場 所(10CUS
,複 数loci)」 とす る。 例 え ば,目 的語 は必 須 成 分 な の で,そ の場 所 を 「結 合

化(VALency)」 ρ場 所 と し,任 意 の 添 加 成 分 の場 所 を 「添 加(ADJunct)」 とす る。 そ う

す る と,(2)を 書 き換 え る。

(8)[DerkleineJunge●]fragte[[seinenVatervaLi]LuberdenDinosauriervALZ]○].

さ て,次 の ドイ ッ語 の文 を見 よ う。

(9)DukauftestgesterneinBuch.

こ の 文 の 遠 帯 に は主 語 の 「du」 も 「gestern」 もあ る。 「kauftest」 の 動 詞 は 三 つ の 形 態 素

か ら成 り立 っ て い る。 語 幹 の 「kauf」+過 去 接 尾 辞 の 「t」+二 人称 語 尾 の 「est」。 主 語 は 二

人称 の代 名 詞 なの で,二 人称 の 語 尾 と一 致 して い る 。 「gestern」 は 過 去 を指 す 時 の副 詞 な の

で,過 去 接 尾 辞 と一 致 して い る。 だ か ら,(9)の 遠 帯 は二 つ の場 所 が あ る。 そ うす る と,人

称 の遠 帯 場 所 を 「人称(PERson)」 と し,時 間 の 遠 帯 場 所 を 「時 間(TEMpus)」 とす る 。

(10)[DUPER]kauftest[gestern-rEM][einBuchvaL].
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次 の 問 題 は そ の 帯 の 順 序 で あ る 。(10)の 文 で は動 詞 は 二 つ の遠 帯 の 場 所 の 間 に あ り,(7)

の 文 で は動 詞 が 近 帯 のVAL場 所 と遠 帯 の 間 にあ る の は 望 ま し くな い 状 態 で あ る。 語 順 の 一

般 問 題 はあ る成 分 が 一 つ の 位 置 で な く,色 々の 位 置 に 出 て来 られ る こ とで あ る 。 近帯 と遠 帯

の 場 所 は動 詞 の 形 態 素 にか か っ てい るの で,そ の形 態 素 の順 序 を 中心 に規 定 で きる 。動 詞 の

形 態 素 の 順 序 は 自 由で な く,決 ま っ てお り,変 更 が で きな い。 動 詞 の形 態 素 複 合 を 「フ ィル

タ ー複 合(filtercomplex)」 と名 づ け る。 そ の 形 態 素 の 順 序 に合 っ てい る構 造 は二 つ あ る。

(11.1)KauftestdugesterneinBuch?

(11.2)...(dass)dugesterneinBuchkauftest...

両 方 の文 に は,フ ィル タ ー複 合 とそ の帯 が 鏡 像 に な っ て い る 。

kauf.t.estdu・gesterneinBuch?一
B:(11.1)の 鏡 像 図

..(dass)dugesterneinBuch kauf.t.est

i

C:(11.2)の 鏡 像 図

しか し,(11.1)と(11.2)と の 違 い は(11.1)で は 遠 帯 が 近 帯 よ りフ ィ ル ター 複 合 に 近 く,

(11.2)で は遠 帯 が フ ィ ル タ ー複 合 か ら遠 くて,近 帯 が そ れ に 近 い の で あ る。 だ か ら,(11.2)

の 文 を 「基 本 構 造 」 と考 え る。 そ の基 本 構 造 を元 に他 の 可 能 な構 造(例 え ば(11,1))を 説 明

して み る。 まず,基 本 構 造 の(11.2)か ら(11,1)へ の変 化 は 「移 動 」 と い う過 程 で 産 出 で きる

よ う に思 わ れ る。 基 本 構 造 で は 動 詞 が 最 後 の 成 分 なの で,そ れ を 「前 」 か 「左 」 へ 移 動 す る

しか ない 。 そ の 理 由 で,移 動 とい うの は い つ も右 か ら左 へ か 後 ろか ら前 へ の 過 程 と見 て い る。

動 詞(そ の フ ィル ター 複 合)で ない 成 分 に とって は,移 動 の 種 類 は二 つ あ る。 動 詞 を超 え る

もの と超 え な い もの で あ る。(11.2)か ら産 出 で きる 文(例 え ば(11.1)・(10))に は先 の種 類

だ け しか 使 われ ない 。 さて,上 の 帯 ま た は場 所 とい うの は基 本 構 造 だ け の範 躊 で,基 本構 造

で ない 文 で は,移 動 され た成 分 は 自分 の場 所 か ら前 に動 か され る よ うに考 え て み る 。 そ して,

基 本 構 造 の(11.2)か ら(10)へ は,二 重 移 動 が 必 要 で あ る。

(12.1)Kauftest[dupER][gesternTEM]⑪][[einBuchvAL]◎](=11.1)

1
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(12.2)Dukauftest[②PER][gesternTEM]⑪][[einBuchvAL]◎].(;10)

1

(12.2)は(12.1)か ら 主 語 を 自 分 の 場 所 か ら動 詞 の 前 に 移 動 さ せ る 過 程 で 産 出 さ れ る 。 しか

し,主 語 だ け 移 動 し て も よ い わ け で な く,他 の 成 分 を 移 動 させ て も よ い 。(2)ま た は(8)に は

主 語 が 動 詞 の 前 に あ る が,(7)に は 目 的 語 が 動 詞 の 前 の 成 分 に な っ て い る 。 ま ず,(2)ま た は

(8)は(11.2)と 同 じ基 本 構 造 か ら産 出 さ れ た 。

(13.1)Fragte[derkleineJungePER]●][[seinenVatervALi]LuberdenDinosauriervAL2]○]

1

(13.2)DerkleineJungefragte[のpER]⑧][[seinenVatervAL1][uberdenDinosauriervAL2]◎],'

1

(13.2)は(2)ま た は(8)と 同 じで あ る 。(7)と い う構 造 も(13.1)か ら 産 出 で き る 。

(13.3)SeinenVaterfragte[derkleineJungerEx]⑪][[②vALI][uberdenDinosauriervAL2]◎],

1

そ の 上,同 じ(13.1)か ら 産 出 し て 前 置 詞 句 も 移 動 さ せ る こ と が で き る 。

(13.4)UberdenDinosaurierfragte[derkleineJungepER]⑪][[seinenVatervAL1][②vAL2]◎],

1

な お,上 の構 造 とそ の 産 出 を考 え て み れ ば,自 然言 語 の実 際構 造 を産 出す る に は,上 の原

則 は 不 十 分 で は ない か と考 え ざ る を得 ない 。 例 えば,動 詞 の 移動 につ い て は基 本構 造 の最 後

の場 所 か ら最 初 の 場所 に な って 正 しい が,前 へ の 移動 で あ って も,近 帯 の 二 つ の場 所 の 間 に

移動 させ て は い け ない 。 従 って,次 の 文 は 正 し くな い 。

(14)*DerkleineJungeseinenVaterfragtefiberdenDinosaurier.

,そ して,遠 帯 寮 二 つ の 場所 か ら成 り立 って い れ ば 二 っ 目の 後 に も動 詞 を移動 させ て は い

け ない 。

(15)DugesternkauftesteinBuch.

そ の 意 味 は,動 詞 移 動 後 に は動 詞 を超 え る移 動 過 程 が 一 つ 以 上 が あれ ば,正 し くな ら な く

な るの で あ る。
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3.ド イツ語の基本語順

(14)に も(15)に もそ の原 則 に違 反 移動 が あ っ た。 違 反 とい う概 念 を 中心 とす る言 語 学 説 が

あ り,OptimalityTheory(OT)と い う。OTに よ る と,正 しい か 正 し く ない 構 造 しか な い,

の で は な く,む しろ,「 正 しい」 か ら 「正 し くな い」 まで の 連 続 体 が あ る と思 わ れ て い る。

「正 しい」 に一一番 近 い の は基 本 構 造 で あ り,そ の 構 造 を変 化 させ れ ば,「 正 し くな い」 の方 に

動 か ざ る を得 ない 。 この 考 え 方 で は,文 章 は必 ず し も正 し くな らな い わ け で は な い。 基 本 構

造 変 化 に理 由(例 え ば焦 点 化)が あ れ ば,違 反 移動 で も許 され るか も しれ ない 。OTで は,

これ をパ ラ メ ー タ と よ び,こ れ に関 す る厳 しい 条 件 が あ る 。 違 反 可 能 が あ る の な ら,パ ラ メ

ー タ と認 め られ る
。 全 然 違 反 され ない の は パ ラ メ ー タ と認 め られ な い 。動 詞(フ ィル ター複

合)に 関 して は,「 最 後 」 とい うの は違 反 可 能 が あ る か らこ そ(例 え ば(13.2-4))パ ラ メ ・

一 タ と して認 めれ ば よ い
。 他 の 成 分 に関 す るパ ラ メ ー タは動 詞 を超 え る移 動 と超 えな い 移動

とす る。移 動 は 常 に基 本 構 造 の 語 順 に違 反 す る の で あ る か ら,そ の パ ラ メ ー タ を 「動 くな!」

と名づ け る こ と にす る。 これ か ら,大 文 字 の 「STAY」 を 「動 詞 の 向 こ う に動 くな!」 を代

わ りに,小 文字 の 「stay」 を 「成 分 の 向 こ う に動 くな!」 を代 わ りに使 う こ とに す る 。

さて,(11.2)の 基 本 構 造 か ら正 し くな くて も産 出 で き る全 部 の 構 造 を確 認 す る 。

(16.1)

(16.2)

(16.3)

(16.4)

(16.5)

(16.6)

(16.7)

(i6.s>

(16.9)

(16.10)

(16.11)

(16.12)

(16.13)

(16.14)

(16.15)

(16.16)

(16.17)

dukauftestgesterneinBuch

dukauftesteinBuchgestern

dugesternkauftesteinBuch

dugesterneinBuchkauftest

dueinBuchkauftestgestern

dueinBuchgesternkauftest

kauftestdugesterneinBuch

kauftestdueinBuchgestern

kauftestgesterndueinBuch

kauftestgesterneinBuchdu

kauftesteinBuchdugestern

kauftest.einBuchgesterndu

gesterndukauftesteinBuch

gesterndueinBuchkauftest

gesternkauftestdueinBuch

gesternkauftesteinBuchdu

gesterneinBuchdukauftest



0
07

文 明ziNo.2

(16.1帥 嘔

q6.19)‡

116⑳)‡

(16.21}

(1622P

(16.23}富

X16.24}

8e5tem¢inBuchkauf電eSEdu

yinBushdukauftestgestern

einHu山du呂 ε5tcmk丑uf幡t

¢inBuohkauftestdugestern

¢inBuck匙au撫}5tge5t¢mdu

einBushgestemdukauftest

¢inBUC血 呂¢st¢mk甜ftε5重dロ

OTで は,図 表を利用 し,そ こにパラメータの違反を記入する。違反 されたパラメータは

図表では 「*」 という記号で示 し,「1」 という記号で国復不能の構造を示す。回復不能の

構造 というのは,違 反が多す ぎるのである0そ の上,利 用されるパラメータにとっては優先

順序を決めなければならない。上記の(16)に はその優先順序はstay」 一「STAY」 一覧最後」

である廿-
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(16.1-Z4}の 図 衷

上 記 の 図 表 が 示 す よ う に、 回復 不 能 の 違 反 は二 つ の タ イ プ が あ る。 まず,「5t且y」 に 違 反

す れ ば,文 章 が 正 し くな ら な い4「STAY」 に は一 度 違 反Lて も よい が,そ れ 以 上 な ら,正

し くな ら な い。「最 後 」に違 反 して も よい。そ の 理 由 は,上 の優 先 順序 に 決 め た。しか し,「stay

の 違 反 は い つ も回 復 不 能 の 構 造 にな り,上 記 の{16〕 で は,動 詞以 外 の 成 分 は全 部動 詞 の フ ィ

ル ター複 合 とつ なが っ て い る の で,「stay ,の パ ラ メー タは 特 に厳 しい 。 も し}任 意 自由 成
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分 も出 れ ば,「stay」 に違 反 して も よ い よ う に な る。 そ の と き,次 の 三 つ の パ ラ メ ー タが 働

く よ う に な る。 「ALIGNFOCUS」 ・「CASE」 ・「PRO」 。 「ALIGNFOCUS」 とい うの は,

移 動 させ られ た 成 分 は 焦 点 に 入 る か そ の移 動 のせ い で別 の成 分 が 焦 点 に 入 る か とい う こ とで

あ る。 例 えば,(13)に 任 意 自由 の成 分 を入 れ て み れ ば,そ れ を比 較 的 自 由 に移 動 させ て も よ

いo

(17.1)

(17.2)

DukauftestzumGeburtstageinBuch.

DukauftesteinsuchzumGeburtstag.

(17.1)か ら(17.2)は た だ の 「stay」の違 反 で 産 出 さ れ,「ALIGNFOCUS」 の 違 反 が なけ れ ば,

正 しい文 章 に な る 。

「CASE」 とい うの パ ラ メー タは対 格 成分 も与 格 成 分 も同 時 に 出 る と きに働 き
,そ の と き,

与 格 成 分 が対 格 成 分 の前 に 出 る とい うの で あ る。 例 え ば,(13)に 与 格 成分 を入 れ て み れ ば,

対 格 成 分 を移 動 させ て は い け な くな る。

(18.1)DukauftestdeinemVatereinBuch.

(18.2)*DukauftesteinBuchdeinemVater.

同時 に 「stay」 と 「CASE」 に違 反 す れ ば,構 造 は 回復 不 能 に な る 。 普 通 に は,与 格 成 分

は 間接 目 的語 で,対 格 成 分 は直 接 目的 語 で あ るが,ド イ ッ語 で は,継 続 時 間表 現 が い つ も対

格 に な る の で,対 格 成 分 は必 ず しも 目的 語 で あ るわ け で は な い 。

「PRO」 は 「代 名 詞」 の 英 語 省 略 で
,記 述 した い 成 分 が 代 名 詞 化 さ れ れ ば,「CASE」 に

違 反 して しま い,文 中で で き るだ け前 に移動 させ な け れ ば な らな くな る とい うパ ラ メ ー タで

あ る。例 え ば,(18.2)の 対 格成 分 を代 名詞 化 す れ ば,「CASE」 に違 反 して も よい よ う に な る。

(19.1)

(19.2)

DukauftestdeinemVatereinBuch.

DukauftestesdeinemVater.

そ の と き,「stay」 に も 「CASE」 に も違 反 して も,回 復 不 能 の構 造 に な らな い よ うに 「PRO」

を保 た な け れ ば な らな い の で あ る。

ま とめ る と,「stay」 の違 反 と同 時 に は 「ALIGNFOCUS」 に違 反 す れ ば,当 構 造 は 正 し

くな くな っ て しま う。 しか し,成 分 が代 名 詞 化 され,「PRO」 に違 反 しなけ れ ば,「stay」 に

も 「CASE」 に も違 反 して も,正 、しい文 章 にな る。 そ して,ど の違 反 が あ っ て も,「PRO」

の違 反 が あ れ ば,回 復 不 能 の構 造 に な っ て しま う。 次 の 図 表 はそ の 条 件 を詳 し くま とめ る 。
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1

Pro Case stay
ALIGN
FOCUS

e

0

* 0

* *

X

* * X

* *

0

*

X

* * X

* * *

X

違反条件図表

まず,対 格 成 分 の特 徴 を確 認 し,そ の た め,(10)ま た は(12.2)を も と に し て移 動 させ

られ た動 詞 の 後 に 「deinemVater」 とい う与 格 成 分 と 「zumGeburtstag」 と い う任 意 自 由

成 分 を つ け加 え る。 対 格 成 分 の 確 認 を 中心 にす る と き,基 本 構 造 で は 対 格 成分 が で きる だ け

文 末 の ほ うに 出が ち なの で あ る ため また は,移 動 過 程 が 前 に働 か ね ば な らな い た め に,対 格

成 分 の移 動 が 文 の 構 造 に大 き な影 響 を与 え る もの で あ る こ と を忘 れ な い必 要 が あ る。

これ か ら は,完 全 な文 を例 とせ ず,動 詞 が 最 後 の位 置 か ら前 に(「 最 後」 の違 反) ,主 語 も

動 詞 の 向 こ うに(「STAY」 の 違 反)移 動 され た(16.1)と い う構 造 を 中心 に,そ の 構 造 の動

詞 の 後 の 部 分 だ け を示 す こ とに す る 。

(20.1)

(ZO.2>

(20.3)

(20.4)

(20.$)

(20.6>

(20.7)*

(zo.s>

(20.9>

(20.10)

(20.11)

(20.12)

(20.13)

gesterndeinemVaterzumGeburtstageinBuch

gesterndeinemVatereinBuchzumGeburtstag

gesternzumGeburtstageinBuchdeinemVater

gesterneinBuchdeinemVaterzumGeburtstag

zumGeburtstaggesterneinBuchdeinemVater

zumGeburtstageinBuchgesterndeinemVater

einBuchgesternzumGeburtstagdeinemVater

gesterndeinemVaterzumGeburtstages

gesterndeinemVatereszumGeburtstag

gesternzumGeburtstagesdeinemVater

gesternesdeinemVaterzumGeburtstag

zumGeburtstaggesternesdeinemVater

zumGeburtstagesgesterndeinemVater
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(24.14

(20.15)

(20,16)
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(20、1-1b)に 関す る 図表

上記の図表に載せた情報は不完全であるが,載 せ られなかったパラメータの違反は別の成

分が起 しているので,対 格成分に関する情報だけを載せた0

代名詞化 されない文章の中では,X20.1}と(20.2)だ けが正しい。く20.2)では,対 格成分は

任意自由成分の前に移動 され,そ の成分が焦点に入ることになる4〔20.3-7}に は対格成分

が与格成分の前に移動 されるので,そ の文は回復不能になって しまう。対格成分が代名詞化

された文の中では,対 格代名詞は一番前の位置に移動 されたので(24.14-16}だ けが正 しいa

(20.呂)では,代 名詞は移動 されなかったので,回 復不能になっている。120.9-13〕 では,代

名詞は移動 されても,一 番前の位置にないのでr回 復不能になっている。回復不能の文では,

「cAsE」 とstay」 または 「PRO」 の違反のせいで 「ALIGNFOCUS
」の違反にもなる。

まとめてみると,対 硲成分は任意自由性分に前に移動 してもよいだけである。代名詞化す

るときには,一 番前の位置に移動 しなければならない。

次には,与 格成分を確認 してみよう。前 もって言 うべ きは,基 本搏造には与格成分が婦格

成分 と任意自由性分の前にあるため,ま たはa移 動過程がいつも前の方に働かねばならない

ためには,与 格成分の正 しいか正 しくない位置が他の成分の移動にかかるのであe

(21.1

(212}

(21.3戸

(21.4}申

gesternde'畑 醒 悔'eranmGeburtstag巳inB皿oh

呂esternzumGeb"rt5吐a且4ε'舵 配 賭酊#er珈Bu由

gesternzu血G已burt5ta呂 巴insuchde'畑 川Vu'8'

gesterneinBu¢ 駐d「ε'鰐η置YQ'6T'2UiFIGcburt3ta8
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丈 明ziNa.2

{21.5}

(21、6}琳

(21.7}峯

(21.a〕 ホ

X21.9)'

(21.10}

虚'熈 ノ刊i!"館 ア呂郡t¢mzumGe6urtst呂 εdnBuoh

gestern曲 榊 ヱumGebur童stag¢inBuむh

gesternzロmG¢burt5tag拍 潮 ¢inBuoh

呂{副¢mzumGεburt5tageinBu¢h'Aη1

×85重{呂rnEinBu己h'」hm霊umG已burtsta呂

曲 摺 呂邑5tεm甜1皿Gehurtsta呂einB鵬h

(2L1-10)の 図 表

代 名 詞 化 さ れ な い(21.1-5)で はr(21.3)も{21.4}も 回復 不 能 に な っ て い る。{21.3)で は,

任意 自由性 分 と対 格成 分 が 与格 成 分 の前 に移 動 され た の で,与 格 成 分 は正 しい焦 点 に 入 っ て

い な いOX21.4)で は,対 格 成 分 だ け が 移 動 さ れ た が,(21.3)と 同 じ結 果 に な っ て いoこ こ

で,与 格 成 分 の 確 認 な の で,そ の 「stay」の違 反 が記 入 され な か っ た0(21.1),(Z12)}(zi.5)

が 正 し くて,(2ユ.1)は 基 本 構 造 で,(21.2)で は任 意 自由 成 分 が 与 格 成 分 の前 に移 動 され てそ

れ を焦 点 に 入 れ,(21.5}で は与 格 成 分 が 移 動 され,焦 点 は 基 本 構 造 の も と同 じで あ る.

代 名 詞 化 され る121.6-101で はf(21.10}だ け が 正 しい 。 そ こで,代 名 詞 は 一一番 前 の位 置 に

移動 され た の で あ る。X21.6-9)は 「PRO」 の 違 反 の せ い で1全 部 回 復 不 能 に な っ て い る。

そ の上r(21.7}と(21.x}で は,対 格 成 分 が 与 格 成 分 の前 に移 動 され た のでr「CASE」 の 違 反

に もな っ た し、 「ALIGNFOCUS」 の違 反 の 原 因 に もな って い6

ま とめ る と,与 格 成 分 は対 格 成 分 の前 に な け れ ば な らな く、 他 の 成 分 を 自由 に超 えて 移 動

さ れ て もよ いPし か し与 格 代 名 詞 は対 格 代 名 詞 と同 じ よ うに,前 に移 動 しなけ れ ば な ら な い

の で あa

も し,与 格 成 分 も対 格 成 分 も代 名 詞 化 され た ら,与 格 代 名詞 は対 格代 名 詞 の 後 に なけ れ ば な

ら ないの で,常 に 「CASE」 に違 反す る よ うにな る。 そ して、 「PRO」 に違 反 しない よ うには,

代 名詞 を移動 させ な けれ ばな らな いの で,常 に 「st且Y」に 二度 違反 しなけれ ば な らな くなp

く22.1)毒9旦51【{≡1τlil1皿aumGoburt5ta8囁}5

く22.2)`gesternihm已sBurn伽rt5囎
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(22.3)‡

(22.4)曜

(22,5〕 ホ

(22.6)°
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{22」-7)の 図 表

(22}の 図表を12ω と(21)の 図表 と比べればx与 格成分も対格成分 も代名詞化 されれば,

「stay」というパラメータは 「CAS据」よりも与格の 「PRO」 よりも優先することが分かる
.

その理由は,与 格成分も対格成分も代名詞化されれば,対 格成分が優先することによって

「CASE」 に違反 し}与 格の 「PRO」 に違反 してもよいのである。 しか し,与 格成分を全然

移動 しないことも、文が回復不能になる原因になる。従って,正 しい文には両成分を移動 し

なければならないし,「CASE」 にも与格の 「PRO」 にも違反 しなければならないことが必

要なのであるが}対 楮の 「PRO」 に違反してはいけないのである。それに違反 しているの

は(22.1-5)で ある。正 レくない(22,6を 正 しいX22.7)と 比べれば,(22.7)に は違反数の方が

多いという不思議な状態 が認められるD

次には任意自由性分を確認してみよう。任意自由性分というのは文字通 りに自由な成分で,

といって,動 詞に求め られなく、制限として 「ALIGNFOCUS」 に違反 してはいけないと

いう条件だけで語順を取ウてもよいのである。

X23.1)

(232)

(2耳.3)

(23.4

呂¢sterndeinemfat¢r劉 辮Gε 西姐5r㎎einBuoh
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(23.5)

(23.6)

(23.7)?

(23.8)?

deinemVaterzumGeburtstaggesterneinBuch

zumGeburtstagdeinemVatergesterneinBuch

zumGeburtstaggesterndeinemVatereinBuch

deinemVatereinBuchgestern.zumGeburtstag

(23.1)は 基 本 構 造 で正 し く,(23.2)で は 対 格 成 分 移 動 で,(23.3)で は与 格 対 格 成 分 移 動 で

任 意 自由 性 分 が 焦 点 に入 る。(23.4)で は,任 意 自由 性 分 の 移 動 で 与 格 成 分 を焦 点 に入 れ ,

(23.5)と(23.6)で は 与 格 成 分 の 移 動 と と も に,時 間表 現 を焦 点 に 入 れ る。(23.7)と(23.8)は

回復 不 能 に は な らな い か,何 とな くお か しな 感 じが す る 。 そ の理 由 は,非 常 に 強 い 強調 が な

け れ ば,(23.7)の どの成 分 が 焦 点 に あ る の か,(23.8)任 意 自 由性 分 か 時 間 表 現 が 焦 点 に あ る

の か とい うこ とが分 か り難 い か らで あ る 。

23. AF Stay
Stay
dat

Stay
acc

.1

.2 *

.3 * *

.4 *

.5 * *

.6 * *

.7 ? *

.8 ? * *

(2a.1-8)の 図 表

時間表現を確認すると,ま ずそれを移動不可能の成分であることを考える必要がある。 と

いえば,「stay」 り違反は時間表現以外の成分が起すわけである。
8

(24.1)

(24.2)

(24.3)?

(24.4)

(24.5)

(24.6)

gesterndeinemVaterzumGeburtstageinBuch

deinemVatergesternzumGeburtstageinBuch

zumGeburtstaggesterndeinemVatereinBuch

deinemVaterzumGeburtstaggesterneinBuch

deinemVatereinBuchgesternzumGeburtstag

deinemVaterzumGeburtstageinBuchgestern
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o

24. AF Stay

.1

.2
*

.3 ? *

.4 **

.5 * **

.6 * ***!

(24.1-6)の 図 表

(24.1)は 基 本 構 造 で あ り,(24.2)は 与 格 成 分 移 動 で,(24.4)は 与 格 成 分 と任 意 自由 成 分 の

移 動 で 時 間 表 現 を焦 点 に 入 れ る 。(24.3.)は(23.7)と 同 じで あ る。(24.5)と(24.6)は 時 間 表 現

の 向 こ うへ の格 成 分 移 動 で 回復 不 能 に な る。

ドイ ッ語 で は,定 冠 詞 が 限定 詞 また は指 示 代 名 詞 と して使 わ れ る こ と もあ る。 名 詞 を指 示

代 名 詞 に置 きか え る の は,代 名 詞 化 に似 て い て も同 じで は な い。 下 の文 を確 認 してみ る と,

文 の タイ プ に よるパ ラ メ ー タの優 先 順 序 が 分 か っ て くる。

(25.1)

(2s.2>

(25.3)

(25.4)

(25.5)

(25.6)

(26.1)

(26.2)

(26.3)

(26.4)

(z6.s>

(26.6)

(27.1)

(27.2)

(27.3)

(27.4)

gestexndeinemVaterzumGeburtstageinBuch

gesternihmzumGeburtstageinBuch

gesterndeinemVaterzumGeburtstagdas

gesternihmzumGeburtstagdas

gesterndeinemVaterzumGeburtstages

gesternihmzumGeburtstages

gesterndeinemVatereinBuchzumGeburtstag

gesternihmeinBuchzumGeburtstag

gesterndeinemVaterdaszumGeburtstag

gesternihmdaszumGeburtstag

gesterndeinemVatereszumGeburtstag

gesternihmeszumGeburtstag

deinemVatergesterneinBuchzumGeburtstag

ihmgesterneinBuchzumGeburtstag

deinemVatergesterndaszumGeburtstag

,

ihmgesterndaszumGeburtstag
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「o

(27.5)

(27.6)

(2s.i>

(2s.2)

(28.3)

(28.4)

(2g.s>

(2s.6>

(29.1)

(29.2)

(29.3)

(29.4)

(29.5)

(29.6>

　ユ0Mく

　20Mく

　M0Mく

　40Mく

　50Mく

　60Mく

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

deinemVatergesterneszumGeburtstag

ihmgesterneszumGeburtstag

einBuchgesterndeinemVaterzumGeburtstag

einBuchgesternihmzumGeburtstag

dasgesterndeinemVaterzumGeburtstag

dasgesternihmzumGeburtstag

esgesterndeinemVaterzumGeburtstag

esgesternihmzumGeburtstag

einBuchgesternzumGeburtstagdeinemVater

einBuchgesternzumGeburtstagihm

dasgesternzumGeburtstagdeinemVater

dasgesternzumGeburtstagihm

esgesternzumGeburtstagdeinemVater

esgesternzumGeburtstagihm

einBuchzumGeburtstaggesterndeinemVater

einBuchzumGeburtstaggesternihm

daszumGeburtstaggesterndeinemVater

daszumGeburtstaggesternihm

eszumGeburtstaggesterndeinemVater

eszumGeburtstaggesternihm

構 造 的 に(25-30)の 文 は 同 じで あ り,下 記 の 図表 でそ の 構 造 的 な特 徴 を ま とめ た(

文章の記号 与格成分 対格成分

(25-30.1)

(25-30.2) 代名詞

"(25-30 .3) 指示代名詞

(25-30.4) 代名詞 指示代名詞

(25-30.5) 代名詞

(25-30.6) 代名詞 代名詞

(25-30)の 構造的特徴の図表
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下記の図表は構造タイプ別にまとめたc

{25-30)の 図 表

完 全 に正 しい 文 は(25.1}だ け で,他 の正 しい文 は あ る パ ラ メ ー タに違 反Lて い る 。 そ して,

構 造 別 に は,パ ラ メ ー タの 優 先 順 序 が 違 う.てい る。「DET」 か 「PROakk」 が あ れ1ま}「stay」

は 「CASE」 よ り優 先 が あ る 。 「PROdat」 ま た は 特 別 な 代 名 詞 化 パ ラ メー タが な け れ ば,

「CASE」 は 「stay」よ り優 先 され る。「PROakk」 は 「PROdat」 よ り強 くr「PROd趾 」は 「DET」

よ り強 い 。

ま とめ れ ば,優 先 順 序 は次 の よ うに な って い る。
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基本:

指示代名詞化

二重代名詞化

文 明21No.2

(PROdat>)case>stay

(PROdat>)stay>case>DET

PROakk>stay>PROdat>case

=( .1),(.2)

e( .3),(.4)

=(5) ,(.6)

このパラメータの優先は ドイッ語の平叙文で働いている語順の原則が明らかになる。
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